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　分校の前身である大三島高校は 1948 年に設立が認可され、第 1次ベビーブーマーたちが入学





















































































































































――大三島分校で行っている活動に関して、入学前にどのようなイメージを持っていて、実際にそれをやってみて、どのように感じた か教えてください。 ろいろな活動があ と思いますが 自分が今、一番ハマっ いることについて教えてもらえるとうれ いです。青山
　
この学校が外部に対して、自分の学校や地域のことを発信して

























































多かったです。あとはみんな速く歩くので、歩くだけで疲れました。家にいる普通のとき 比べて、尋常ではないぐらい 疲れたので 修学旅行のときはすぐに寝付きました。時間の進み方が全く違う感覚に陥りました。　
東京ではとにかく時間に追われる感じでした。次の電車はこの時間





















































































































































































































































































































































































































































































































































化による生徒数減少の波が押し寄せる中、各都道府県は高校の再編整備の検討基準を設けている。愛媛県の県立学校再編整備計画基準では、（一）生徒数の減少、 （二）生徒の多様化、 （三）市町村合併の進行、 （四）県財政の悪化の課題を踏まえ 、分校は「入学者数が三一名に満たない年が三年続くと翌年度からの生徒募集を停止する」とされている。地元の大三島の中学生数が少ない現状を考えると、三一名は少なくない人数である。　
しかし廃校の危機と向かい合わせであることは、大三島分校の長所
になっている。 わゆるピンチをチャンスに 言葉通りに、危機感が意欲的 高校改革を可能にし、また、町民の支援を掘り起こして大島分校の魅力化を促進させている。　
大三島分校は、今や先進的で、元気で、地元から愛される魅力的な
高校である。第２号に収録した教務主任の吉住牧人先生のご寄稿「愛媛県立今治北高等学校大三島分校におけ 学校魅力 取組――地域資源及び地域活性化活動を核にした教育活動の実践を通して――」あるように、大三島分校は「 の歴史や文化等 調査・研究」 、 「地域活性化に関するワークショップ」 、 「瀬戸内海島嶼部高校の意見交流」 、「高校生の手による地域活性化のイベントの立案・実践」を柱に、毎週のように地域活性化の取り組みを行っている。　
大三島分校は、県立学校再編計画が示した四つの課題のうち、 （一）
生徒数の減少については、本土や全国からの生徒募集を行うことで克服している。 （二）生徒の多様化については、小規模校である を長所として一人一人のニーズに対応した教育を行っている。さらに、本土や全国からの生徒が入学することや、全国の高校、地域、組織と交流することで、 の学びと進路の可能 は広がっている。カリキュ







している。さらに多くの関係人口が島の活性化を支援している。このことは生徒インタビューの中で語られたように高校生も感じ おり、生徒の地域活性化の取り組み 動機付けともなってい 。　
夕涼み会は、高校教員を含む元気なＵターン者とＩターン者が飲み
























村に出て、市町村の資源の利 用を行うことで地域が活性化されることが分かっ きた。地元に地域活性化と連動する魅力化の高校がないことは、高校をエンジンとする のメカニズムを作動させることができなくなるこ を意味する。　
都道府県の高校再編整備の運用では、高校が存続することの意義を
考えて、ルールの弾力的な運用が行われる。そして、 再編整備に至る前に 生徒の全国募集、市町村 県立高校の協働による「高校魅力化」を行う動向が生まれている。その際、高校魅力化の動向を全国規模で牽引（当人たちは伴走という表現を用いる）している団体や仕組みとして、私の知人がかかわっ 範囲で うと、文科省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 、一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム 「地域未来留学フェスタ」等の活動、認
定
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自主性、積極性であり、それらの結果 して 創造性や地域性であった。大三島分校は、地域とのつながりがあり、地域の活 化をエネルギー源にし、普遍的でないし教科書的でない いうことが特徴である。廃校危機の回避策として、地域の内発的な動向と連動 ることや、地元行政や地元住民 そ 関係人口である島外 企業・組織などの資源を活用することが大三島分校の魅力化 特徴 で 。前述吉住牧人先生のご寄稿 あるように、大三島分校は様々に地域 かかわりを持っている。
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和二三年愛媛県立大三島高等学校として設立され、今日まで地域を支える人材育成の拠点として歩んできた。近年は過疎化 少子高齢化の影響で生徒数が急激に減少 、平成一七年に愛媛県立今治北高等学校大三島分校として再編され、現在に至っている。 が定めた県立学校再編整備計画基準では、 「一学年の入 生が三〇人以下の状況が二年続き、その後も増える見込みがない場合は募集停止を行う」という厳しい条件が設定されており、これまでも 島内のみならず、今




























者の数が急速に減少している。現在、島内の人口は六千人ほどであるが、その約半数が六五歳以上の高齢者でり、七五歳以上の後期高齢者の割合も約三〇％と極めて高い。島内 子どもの数が減少し続け いる昨今の状況を踏まえると、今後も安定した生徒数を確保していくためには、目の前の生徒募集に力を入れることみならず、島への移住者や島に残る若者を増やすといった、中・長期的な視点での取組も必要不可欠であ 。また、政府の教育再生実行会議が二〇一九年五月にまとめた第一一次提言では、高等学校普通科の改革について 及されたが、その改革 骨子として、画一化された教育カリキュラムから脱却し、各学校で特色 ある教育活動を実践するよう提言されてい 。グローバル化やＡＩなどの技術革新が急速に進む予測困難なこ
れからの時代には、子どもたちが自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、自 判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく力が求められる。　
学校が生徒にとって真に魅力ある場所になるためには、特色ある教
















































































































































の入学志願者が四二名となり四〇数年ぶりに定員を上回るなど大変大きな成果が得られた。生徒 先頭に立って動くことで、多くのマスコミやメディアも興味を持って本校 活動を取り上げてくれたう。また、建築家の伊東豊雄さんやＦＣ今治オーナーの岡田武史さん、サイボウズ社長 青野慶久さんなどの著名な方までもが、本校の活動に対して興味を持ち、協力してくださったことに我々教職員も驚きを覚えた。自分たちがまず行動を起こすことで、人とのつなが が
45
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いて紹介してきたが、これらの活動を通して、生徒たちに確かな成長が感じられることは何より大きな収穫であり、本校の教育活動の方向性が妥当なものであることの裏付けと っているように感じている。また、 これらの活動を通して、 生徒の大三島への愛着が深ま とともに、志願者の増加や地域の活性化についても着実 成果が見て取れることは、嬉しい限りである。　
しかし、教育現場において地域活性化活動に取り組む限りにおいて























小学館、で紹介されています） 。生徒はレンズ 通して普段見ている大三島とは異なる大三島を見たように、積極的傾聴（共感的受容） いうレンズを通して様々な意識と出会いました。生徒の語りには、 の深層意識や普段は当たり前に思って深く考えなかったことや解釈枠組みが含まれていました。　
本報告書は生徒の意識や気づき、解釈枠組みを記述
することを目的としています。研究者の仮説の検証結
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果を報告することや、生徒の意識や気づき、解釈枠組みの分析結果を報告することよりも、生徒の様々な意識、 気づき、 解釈枠組みを記述することを心がけました。　
ただし、記述は調査者の目に映ったことを調査者の
言葉で記述しています。社会的構築主義の観点からこのことを説明すると、
A
調査者がインタビューを行い、
A
調査者の目に映った生徒を
A
調査者の言葉で紹介
した、ということになります。読者のみなさんには、A
調査者のあらかじめの仮説や解釈がインタビューの
中でどのように変化したかを読み取っていただくのも一つの読み方だと思います。あるいは絵画 見る時と同じよう、描き出された内容をみなさんの目線で解釈していただくのも一つの読み方だと思います。
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本誌の著作権の全ては本研究会に帰属します。
　
ただし、出典を記載し あれば、本誌の一部 たは
全部を複製や再配布することができます。　
本誌をみなさんでご活用いただけましたら幸いです。
	
　
ただし写真に関 ては、写真を抜き出して複製や改
変して利用する場合には、愛媛県立今治北高等学校大三島分校の許可を得ることを条件といたします。　
本誌に使用されている写真は、愛媛県立今治北高等
学校大三島分校から提供を受け、本誌での使用の許可を得ています。
著作権ポリシー
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高校魅力化プロジェクトとは
その地域・学校でなければ学べない独自カリキュラム、学力・進学保証をする公営塾の
設置、教育寮を通じた全人教育の３本柱で、多くの生徒が行きたい、保護者が通わせたい、
魅力ある高校にするプロジェクトです。
グローバルとローカルを結ぶグローカル人材の育成、答えが一つに定まらない時代に、決
断を答えにする、21 世紀スキルを持った人材を育成します。
http://c-platform.or.jp/
https://miryokuka.com/
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